
健保財政の見える化
被保険者および事業主から預かる保険料
を適切に活用し、次の実現を図ります。
◆加入者のセーフティネットとして、生活
の安定に貢献します（医療の提供）。
◆加入者の健康の保持増進に寄与します
（健康サポートの提供）。

◆保険料率
●積立金が増加していることから、2022年度に保険料率を8.384％
→6.0％に引き下げました。（2025年度も保険料率維持）

◆20億円の経常赤字見通し
→要因
●保険料率低下と被保険者数減少により、保険料収入が前年度より
2億円減少します。
●薬剤費を含めて医療が高額化し、一人当たりの医療費が増えているこ
とから、保険給付費が前年度より2.8億円増加すると予想しています。
●前期高齢者（65～74歳）の医療費が増加したこと等により、高齢
者納付金が前年度より0.7億円増加します。
●国の指導により予算を超える支出ができないため、余裕をもった
予算を計上しています。

◆健康サポートのサービスを拡充（保健事業費）
●2024年度に引き続きかかりつけ医による歯科検診・スポーツ施
設の利用補助を継続するほか、新サービス（こども対策・ロコモ対
策・食対策）（P8参照）の予算を確保しました。

予算総額  59億6,311万9千円

37億9,043万8千円
57億5,371万9千円

経常収入合計

経常支出合計

被保険者数 6,000人
一般勘定基礎数値

保険料率 6.00％

保険料率 1.64％

介護勘定基礎数値

2023年度実績

(単位：百万円)

■収入
　（積立金繰入を除く）
経常支出
■その他支出
■保健事業費
■納付金
■保険給付費

介護保険にかかわる費用勘定

719
195

介護保険収入
そ の 他

科　目 予算額（百万円）

合　計 914

科　目 予算額（百万円）

合　計 914

介護納付金
そ の 他
予 備 費

702
4

208

合計 3,790百万円 合計 5,754百万円

収入不足分約20億円は、
繰越金と繰入金で補填する

介護保険の予算
健康保険組合は、40歳から64歳の被保険者
から介護保険料を徴収し、介護納付金として
国に納める徴収事務のみを行っています。
厚生労働省から提示された「参考料率」を採
用し、保険料率は1.64％に改定します。
（2024年度の保険料率は1.80％）

2025年度

その他の収入
47百万円

保険料
3,743百万円
皆さまと事業主さまから
納めていただく健康保険
組合の主たる財源です。

納付金
2,300百万円
高齢者医療制度を
支えるために国に
納める費用です。

その他
251百万円

保険給付費
2,759百万円
皆さまの医療費や各
種給付に充てられる
費用です。

保健事業費
444百万円
皆さまの健康保持・
増進をサポートする
ための費用です。

5,290

収支
▲886

4,404

2,476

2,230

303
281

4,365
収支
▲442

3,923

2,445

1,497

261
162

3,790

2,300

2,759

444
251
5,754

収支
▲1,964

2024年度実績見込 2025年度予算

去る2月13日に開催されました組合会において、2025年度予算および事業計画が承認されましたので、
その概要をお知らせします。

一般勘定

介護勘定

◆収入 ◆支出

任意継続被保険者の2025年度標準報酬月額（上限）について
　健康保険法第４７条第２号に定める２０２４年９月３０日現在の全被保険者の標準報酬月額の平均額（686,496円）の
該当する標準報酬等級区分となり、２０２５年４月分保険料から適用になります。
保険料の計算基礎となるのは、在職時の標準報酬月額と右記の標準報酬月額

（上限）のいずれか低い方となり、現在、任意継続被保険者の方で、退職前の標準
報酬月額が68万円以上の方も右記の標準報酬月額が適用になります。
＊上記以外の公告については、武田薬品健保ホームページをご覧ください。 ＊2024年度と同じ等級です

公告
議員に異動がありました（敬称略）

辞任 新任

三木 香澄
山岡 優作

武田薬品労働組合

日本製薬労働組合
議員

尾林 あかね
  田  明典

武田薬品労働組合

武田薬品労働組合

2024年12月17日

2024年12月17日

氏名 所属事業所 異動日

標準報酬
等級
３6等級

月額
680,000円

氏名 所属事業所

予算 のお知らせ

◆経常収入 ◆経常支出

経常収支の推移

主なトピック事業運営における基本方針
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